
平成27年広
報

　乙部中学校卒業証書授与式が３月13日、乙部中学校で行わ
れ、男子20人女子15人の35人が３年間の人生を歩んだ学び舎
から巣立ちました。
　卒業生の答辞では、先生や地域の人たち、後輩へたくさんの
想い出と感謝を述べ、家族への感謝の言葉では、会場にはすす
り泣く姿が見られました。

4

友や先生と歩んだ想い出を

　　　心に刻み母校からの旅立ち
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保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

　
　
　
　
　

乙
部
町
の
子
育
て
支
援
対
策

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

が
就
労
、
妊
娠
、
家
族
の
介
護
等

で
そ
の
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
安
心
し
て
子
ど

も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
町
立
つ
く
し
保
育
園
の
ほ
か
、

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
学
童
保

育
が
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
つ
く

し
保
育
園
に
入
園
し
て
い
る
児
童

の
保
育
料
の
一
部
を
減
免
し
ま
す
。

　

保
育
料
は
国
が
定
め
た
基
準
に

基
づ
き
世
帯
の
町
民
税
額
に
よ
り

決
定
さ
れ
ま
す
。

　

乙
部
町
で
は
、
国
の
基
準
に
基

づ
き
決
定
さ
れ
た
保
育
料
の
約
半

分
を
減
免
し
、
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。 保

育
料
の
減
免

　

乙
部
小
学
校
に
入
学
し
て
い
る

児
童
で
両
親
が
共
働
き
し
て
い
る

な
ど
、
昼
間
保
護
者
が
不
在
若
し

く
は
、
病
気
等
で
保
育
が
で
き
な

い
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
目
的
と

し
学
童
保
育
が
始
ま
り
ま
す
。

【
開
所
時
間
】

・
授
業
の
あ
る
日

　
　

授
業
終
了
後
か
ら

　
　
　
　

午
後
五
時
三
十
分
ま
で

・
夏
・
冬
休
み
等
の
長
期
休
暇

　
　

午
前
八
時
十
五
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
五
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
（
弁
当
を
持
参
）

　

※
土
日
、
祝
日
に
つ
い
て
は
、

　

休
所
日
と
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
児
童
の
帰
宅
に
つ
い

　

て
は
、
保
護
者
に
て
送
迎
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

【
保
育
内
容
】

　

保
育
は
子
ど
も
同
士
の
遊
び
を

基
本
と
し
て
、
季
節
の
行
事
や
集

団
で
の
活
動
な
ど
は
支
援
員
が
企

画
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

【
保
育
料
】

　

月
額　

五
千
円

【
そ
の
他
】

　

学
童
保
育
に
は
申
込
み
が
必
要

で
す
。

　

活
動
内
容
等
や
ご
相
談
な
ど
ご

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
町
民
課

福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
町
立

小
学
校
及
び
中
学
校
に
就
学
し
て

い
る
児
童
、
生
徒
の
給
食
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

児
童
の
健
康
医
療
対
策
と
し

て
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

上
ノ
国
町
子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
に
通
所
す
る
障
が
い
児
に

対
し
、
利
用
者
負
担
金
及
び
通
所

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

学
童
保
育
の
設
置

学
校
給
食
費
の
助
成
事
業

児
童
の
予
防
接
種
助
成
事
業

障
が
い
が
あ
る
児
童
の
支
援
事
業

住宅リフォーム助成制度
　　　が実施されます。

　地域経済の活性化対策として、持ち家の方が

町内施工業者を利用して行う住宅リフォーム費

用の一部を助成する制度です。

　50 万円以上のリフォームで 15 万円相当の地

域商品券を受け取ることができます。

　受付期間は、平成 27 年４月１日から４月 30

日までで、乙部町商工会で実施されます。

　対象住宅や対象リフォームについてのお問い

合わせは、乙部町商工会まで。

問合せ先：乙部商工会　TEL 62-2920

地域包括支援センターの
　　事務所移転について

　これまで、ケアセンターおとべ内に事務所

がありました乙部町地域包括支援センターは、

４月１日から役場庁舎内に事務所が移転しま

す。

　吉岡、町中が担当しておりました介護
予防等に関する相談業務等については、役

場内で業務が行われます。

　相談やご連絡については、役場へご連絡を

お願いします。

問合せ先：町民課包括支援係
　　　　　　　　　　　　　　TEL 62-5845　　　　　　　　介護予防係
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婚
姻
届
に
れ
ん
・
り
ー

人
生
の
転
機
と
な
る

 
結
婚
や
誕
生
に
お
祝
い
！

　

乙
部
町
町
制
施
行
五
十
周
年
を

契
機
に
平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら

乙
部
町
で
お
渡
し
て
い
る
婚
姻
届

に
「
れ
ん
・
り
ー
」
と
「
縁
桂
」

の
ロ
ゴ
が
入
り
ま
す
。

　

縁
桂
は
二
本
の
桂
の
木
が
枝
で

繋
が
り
一
体
と
な
っ
た
巨
樹
で
、

こ
の
よ
う
な
木
は
「
連
理
の
木
」

と
呼
ば
れ
、
こ
の
木
に
触
れ
る
と

良
縁
に
恵
ま
れ
る
と
地
元
で
は
縁

結
び
の
神
様
が
宿
る
木
と
さ
れ
、

崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
れ
ん
・
り
ー
」
は
縁

桂
の
妖
精
と
し
て
誕
生
し
、
特
技

は「
縁
結
び
」と
い
う
縁
桂
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
。

　

乙
部
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
た
び
た
び
現
れ
ま
す
。

　

良
縁
に
縁
が
あ
る
と
さ
れ
る
縁

桂
と
妖
精
が
あ
な
た
の
婚
姻
を
祝

福
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
届
出
書
は
乙
部
町

以
外
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

約
束
し
た
愛
を
い
つ
ま
で
も

　

光
林
荘
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
、
三
月
一
日
か
ら
新
た
に
夫
婦

と
な
っ
た
門
出
を
祝
福
し
よ
う

と
、
乙
部
町
に
居
住
し
て
い
る
方

に
は
、光
林
荘
の
宿
泊
室
「
縁
桂
」

へ
の
無
料
宿
泊
券
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

良
縁
の
木
「
縁
桂
」、
縁
桂
の

妖
精
「
れ
ん
・
り
ー
」、
光
林
荘

の
宿
泊
室
「
縁
桂
」、
縁
、
縁
、

縁
で
夫
婦
の
愛
は
永
遠
で
す
。

　

ま
た
、
出
生
届
に
は
、
元
和
台

海
浜
公
園
で
お
な
じ
み
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
カ
モ
メ
の
「
ゴ
メ
ち
ゃ

ん
」
と
「
オ
ト
メ
ち
ゃ
ん
」
の
ロ

ゴ
が
入
り
ま
す
。

　

カ
モ
メ
は
海
を
象
徴
す
る
鳥
と

言
わ
れ
、
海
が
き
れ
い
で
夕
日
が

映
え
る
乙
部
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
出

生
届
に
込
め
ま
し
た
。

出
生
届
に
ゴ
メ
ち
ゃ
ん

　新入学期交通安全特別運動が４月６日（月）から４月 15 日（水）までの 10 日間実施されます。
　新入学児の交通事故を防止するため、通学路における交通ルール・マナーの徹底を図ることを目的に街
頭指導を実施しますので、各地域での登校時間に合わせてご協力をお願い致します。

平成２７年新入学期交通安全特別運動の協力について

出　　生　　届 婚　　姻　　届



〔 4 〕

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・

税
番
号
）
は
、
住
民
票
を
有
す
る

全
て
の
方
に
１
人
１
つ
の
番
号
を

付
し
て
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を

管
理
し
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す

る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に

活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
行
政
を
効

率
化
し
、国
民
の
利
便
性
を
高
め
、

公
平
か
つ
公
正
な
社
会
を
実
現
す

る
社
会
基
盤
で
あ
り
、
期
待
さ
れ

る
効
果
と
し
て
は
、
大
き
く
３
つ

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一

　

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
で
、
様
々
な
情
報
の
照
合
、
転

記
、
入
力
な
ど
に
要
し
て
い
る
時

間
や
労
力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま

す
。
複
数
の
業
務
の
間
で
連
携
が

進
み
、
手
続
き
が
正
確
で
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）

制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

そ
の
二

　

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政

手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、
皆
さ
ん
の

負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

　

行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る
自
分

の
情
報
の
確
認
や
、
行
政
機
関
か

ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

を
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
す
。

そ
の
三

　

所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給

状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
り
、
負

担
を
不
当
に
免
れ
た
り
、
給
付
を

不
正
に
受
け
た
り
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
ほ
か
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
人
に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
十
月
以
降
、
住
民
票
を
有

す
る
国
民
の
皆
様
一
人
一
人
に
、

十
二
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知

さ
れ
ま
す
。

　

中
長
期
在
留
者
や
特
別
永
住
者

な
ど
の
外
国
人
も
対
象
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
市
町
村
か
ら
、

住
民
票
の
住
所
あ
て
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー

ド
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ

ろ
に
お
住
ま
い
の
方
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
も

の
と
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し

て
、
不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
を
除
い
て
、
一
生
変
更

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
八
年
一
月
以
降
、
順

次
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策

の
行
政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、

　

年
金
を
受
給
し
よ
う
と
す
る
と

き
に
年
金
事
務
所
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
提
示

　

健
康
保
険
を
受
給
し
よ
う
と
す

る
と
き
に
健
康
保
険
組
合
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
提
示

　

毎
年
六
月
に
児
童
手
当
の
現
況

届
を
出
す
と
き
に
市
町
村
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
提
示

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
税
務

署
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示

　

税
や
社
会
保
障
の
手
続
き
で
、

勤
務
先
や
金
融
機
関
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
提
示

と
い
っ
た
場
面
で
利
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
中
で
も
、
法
律

や
自
治
体
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た

行
政
手
続
で
し
か
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
た
各
機
関
の
間
の
情

報
連
携
は
、
国
は
平
成
二
十
九
年

一
月
以
降
、
地
方
公
共
団
体
は
平

成
二
十
九
年
七
月
以
降
、
順
次
始

ま
り
ま
す
。

　

情
報
連
携
に
よ
り
、
申
請
時
の

課
税
証
明
書
等
の
添
付
省
略
な

ど
、
国
民
の
負
担
軽
減
・
利
便
性

向
上
が
実
現
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
目
的
以
外
に
む
や
み
に

他
人
に
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正

に
入
手
し
た
り
、
他
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
取
り
扱
っ
て
い
る
人
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
特
定
個
人

情
報
を
他
人
に
不
当
に
提
供
し
た

り
す
る
と
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
で
な
り
す
ま
し
が
起
こ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
懸
念
の

声
も
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安
心
・
安
全

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
制
度

面
と
シ
ス
テ
ム
面
の
両
方
か
ら
個

人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
て
い
ま
す
。

番
号
は
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
通
知
さ
れ
ま
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ

う
な
場
面
で
使
用
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
他
人
に
提

供
し
て
も
よ
い
の
で
す
か
？

個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る

お
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
？



〔 5 〕

　

制
度
面
の
保
護
措
置
と
し
て

は
、
法
律
に
規
定
が
あ
る
も
の
を

除
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個

人
情
報
の
収
集
や
保
管
は
禁
止
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
個
人
情
報
保
護
委

員
会
と
い
う
第
三
者
機
関
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
監
視
・
監
督
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
法
律
に
違
反
し
た
場
合

の
罰
則
も
、
従
来
よ
り
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置
と
し

て
は
、
個
人
情
報
を
一
元
管
理
せ

ず
、
従
来
ど
お
り
、
年
金
の
情
報

は
年
金
事
務
所
、
税
の
情
報
は
税

務
署
と
い
っ
た
よ
う
に
分
散
し
て

管
理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
機
関
の
間
で
情
報

の
や
り
と
り
を
す
る
と
き
も
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接
使
わ
ず
、
シ

ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
を

制
限
し
、
通
信
す
る
場
合
は
暗
号

化
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
自
分
の
個

人
情
報
を
い
つ
、
誰
が
、
ど
の
よ

う
な
や
り
と
り
し
た
の
か
、
ご
自

身
で
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
手
段

と
し
て
、
平
成
二
十
九
年
一
月
か

ら
マ
イ
・
ポ
ー
タ
ル
（
情
報
提
供

等
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
）
が
稼
働

す
る
予
定
で
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
表
面
に

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別

と
本
人
の
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
、

裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
役
場
に

申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
平

成
二
十
八
年
一
月
以
降
、
交
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
確

認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ド

に
搭
載
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
や
電

子
証
明
書
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
な
ど
各

地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
定
め
る

サ
ー
ビ
ス
に
も
使
用
で
き
る
ほ

か
、ｅ-

tａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
）

を
は
じ
め
、
各
種
電
子
申
請
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
カ
ー
ド
の
裏

面
に
記
載
さ
れ
ま
す
が
、
法
律
で

認
め
ら
れ
た
場
合
を
除
き
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
裏
面
を
コ
ピ
ー
す

る
こ
と
な
ど
は
法
律
違
反
に
な
る

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
券

面
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
の
ほ

か
、
電
子
申
請
の
た
め
の
電
子
証

明
書
が
記
録
さ
れ
ま
す
が
、
所
得

の
情
報
や
病
気
の
履
歴
な
ど
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報

は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

か
ら
全
て
の
個
人
情
報
が
分
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
人
に
も
十
三
桁
の
法
人
番
号

が
指
定
さ
れ
、
広
く
公
開
さ
れ
ま

す
。

　

個
人
番
号
と
異
な
り
、
官
民
問

わ
ず
、
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
何

に
使
え
る
の
で
す
か
？

法
人
番
号
と
は
何
で

す
か
？

　マイナンバー制度のよくある質問（ＦＡＱ）や最新情報は、内閣官房のマイナンバー（社会保障・税番号）
制度のホームページに掲載しています。
特定個人情報保護委員会、総務省、国税庁、厚生労働省等の特設サイトへもリンクしています。「マイナンバー」
で検索してください。
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
　平成 26 年 10 月から、マイナンバーのコールセンターを開設しています。
　マイナンバーについてご不明な点がある方や、さらに詳しい情報を知りたい方は、お気軽にお問い合わせ
ください。
電話番号　057-20-0178（外国語は 057-20-0291）
開設時間　平日９時 30 分から 17 時 30 分まで

（平成 27 年 10 月から平成 28 年３月までの半年間は、平日の開設時間を 20 時まで延長。年末年始を除く土日
祝日も 17 時 30 分まで開設予定。）

マイナンバーについて詳しい情報は
ホームページ・コールセンターまで！
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介 

護 

予 

防 

の 

集 

い

　 
～
住
み
慣
れ
た
地
域
、
わ
が
家
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～

　

三
月
七
日
、
生
き
が
い
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
介
護
予
防
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
毎
回
好
評
な
職
員
ら

に
よ
る
「
劇
団
き
ら
ら
」
の
寸
劇

に
よ
り
「
高
齢
者
の
よ
く
あ
る
風

景
」を
テ
ー
マ
に
面
白
く
紹
介
し
、

会
場
に
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

寸
劇
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
夫
婦

愛
や
高
齢
者
な
ら
で
は
の
身
近
な

問
題
で
あ
る
物
忘
れ
、
息
子
や
嫁

な
ど
の
家
族
と
の
付
き
合
い
方
、

日
常
生
活
品
等
で
の
不
要
な
物
、

必
要
な
物
の
整
理
の
必
要
性
な
ど

の
ほ
か
、
永
年
そ
の
地
域
に
住
ん

で
い
る
自
分
だ
か
ら
で
き
る
近
所

と
の
交
流
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

楽
し
く
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い

ま
し
た
。

　

終
活
上
級
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
樫

木
泰
子
氏
の
講
演
で
は
「
終
活
と

は
？
人
生
の
終し

ゅ
う
え
ん焉を

考
え
る
こ
と

を
通
じ
て
、
今
を
よ
り
良
く
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
人
生
を

振
り
返
り
、
終し

ゅ
う
え
ん焉の

準
備
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
語
り
掛
け
、
自
分
の

こ
と
。
家
族
の
こ
と
を
考
え
て
、

確
実
に
意
思
を
伝
え
る
た
め
に
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
必
要
性
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

樫
木
先
生
は
、
自
分
の
体
験
や

過
去
事
例
か
ら
相
続
や
金
銭
関
係

以
外
で
も
大
切
な
家
族
が
不
仲
に

な
っ
た
事
例
な
ど
に
つ
い
て
真
摯

に
話
さ
れ
「
気
持
ち
を
伝
え
る
た

め
に
は
書
く
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用

を
み
な
さ
ん
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
間
の
尊
厳
は
排
泄
行

為
を
自
分
で
出
来
る
こ
と
に
あ

り
、
寝
た
き
り
や
体
が
不
自
由
に

な
る
前
の
元
気
な
今
か
ら
実
践
す

る
事
を
勧
め
、
参
加
者
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
で
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

乙部町立特別養護老人ホームおとべ荘の
　　　　運営管理を行う法人の変更について

　おとべ荘の運営管理について、平成１７年４月より、「公設民営高齢者福祉特区」の認定を受け、株式会社ジャ

パンケアサービスが実施しておりましたが、今後、更に進行する超高齢社会に対応するため、指定管理者制

度を導入することとし、平成２７年４月より「社会福祉法人ノテ福祉会（札幌市清田区）」が指定管理者として、

おとべ荘の運営管理を行うこととなりました。

　当該法人は、札幌市で特別養護老人ホーム４施設、その他の介護サービス事業所を多数運営しており、先

駆的事業の開発・実践に取り組んでいます。

　また、当該法人の対馬徳昭理事長は、公設民営高齢者福祉特区の認定を受けた際に、株式会社ジャパンケ

アサービスの代表取締役社長として、尽力された実績があることから、指定管理者の候補として選定し、３

月に開会された定例町議会の議決を受け、指定されました。

　指定管理者の決定を受け、対馬理事長は「乙部町の皆様にこれまでと同様に安心して生活できるサービス

を提供し、町及び関係機関と連携し、本法人の社員一丸となって努力します」と話していました。
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高
齢
者
叙
勲
で
伴
秀
美
氏
が

　
　
　
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

　

今
年
度
の
高
齢
者
叙
勲
で
、
伴

秀
美
氏
（
花
磯
・
八
十
八
歳
）
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

伴
氏
は
、
昭
和
二
十
二
年
九
月

消
防
団
員
を
拝
命
し
て
以
来
、
昭

和
四
十
六
年
一
月
班
長
、
昭
和

六
十
年
十
一
月
副
分
団
長
に
就
任

し
、
消
防
団
幹
部
と
な
っ
て
か
ら

は
部
下
団
員
の
指
導
育
成
に
意
を

注
ぎ
、
四
十
年
余
の
永
き
に
わ
た

り
、
消
防
組
織
の
強
化
と
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
火
災
そ
の
他
の

災
害
発
生
に
際
し
て
は
、
率
先
し

て
消
火
、
防
災
の
指
揮
に
当
た
り

被
害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、副
団
長
に
就
任
す
る
と
、

そ
の
行
動
力
と
責
任
感
旺
盛
な
る

職
務
観
念
で
部
下
を
統
率
し
、
非

常
時
に
お
い
て
は
常
に
最
前
線
で

現
場
を
指
揮
し
、
卓
越
し
た
洞
察

力
と
的
確
な
判
断
に
よ
り
、
災
害

の
防
止
、
被
害
の
軽
減
に
尽
力
さ

れ
、
地
域
住
民
の
生
活
の
た
め
に

大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

三
月
八
日
、
光
林
荘
で
各
自
治

会
・
町
内
会
役
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
奥
尻
島
津
波
語
り
べ

隊
の
竹
田
彰
氏
を
迎
え
て
、「
災

害
の
経
験
を
未
来
へ
活
か
す
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
氏
は「
南
西
沖
地
震
で
は
、

電
気
や
水
道
、
道
路
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
断
絶
し
ま
し
た
。
被

災
生
活
で
大
変
だ
っ
た
の
は
、
食

料
よ
り
も
排
泄
（
ト
イ
レ
）
で
し

た
。
水
道
が
止
ま
る
と
ト
イ
レ
は

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
一
次
避
難

生
活
で
は
、
誰
し
も
ト
イ
レ
の
こ

と
を
考
え
て
飲
食
を
控
え
て
い
ま

し
た
」
な
ど
、
自
ら
の
体
験
か
ら

被
災
時
の
苦
し
い
生
活
や
精
神
状

態
が
伝
わ
っ
て
く
る
話
し
に
は
、

み
な
さ
ん
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

防
災
関
係
に
つ
い
て
は
「
防
災

訓
練
は
地
域
に
よ
り
海
や
川
、
山

な
ど
地
形
に
特
性
が
あ
り
、
住
民

が
そ
の
地
域
で
起
こ
り
う
る
災
害

を
想
定
し
た
訓
練
が
重
要
。ま
た
、

行
政
や
自
治
会
、
学
校
な
ど
の
防

災
活
動
も
大
切
で
す
」
と
減
災
に

向
け
た
住
民
の
自
主
性
に
つ
い
て

提
案
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
奥
尻
島
の
復
興
で
は

「
住
民
と
の
協
議
も
行
わ
れ
た
が
、

住
民
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
な
ど
か

ら
、
住
宅
地
の
高
台
移
転
で
は
な

く
、
土
地
の
か
さ
上
げ
や
防
潮
提

を
築
く
選
択
し
た
。
復
興
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
日
常
の
生
活
を
取
り

戻
す
た
め
、
行
政
と
住
民
が
一
体

と
な
り
、
協
力
す
る
こ
と
が
復
興

へ
の
近
道
と
な
り
ま
す
。」
と
大

災
害
の
教
訓
か
ら
今
後
の
備
え
な

ど
防
災
・
減
災
活
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

菊
地
善
勝
氏
（
花
磯
・
六
十
七

歳
）
と
笹
谷
光
晴
氏
（
元
和
・

六
十
六
歳
）
が
北
海
道
善
行
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
善
行
賞
は
、
交
通
安
全

指
導
員
・
奉
仕
者
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
継
続
し
て
交
通
指
導
等

の
実
践
活
動
を
行
う
な
ど
、
そ
の

行
為
が
他
の
模
範
と
な
る
個
人
が

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

菊
地
善
勝
氏
は
、
昭
和
四
十
八

年
か
ら
現
在
ま
で
の
四
十
二
年

間
。

　

笹
谷
光
晴
氏
は
、
昭
和
六
十
年

か
ら
現
在
ま
で
の
三
十
年
間
、
安

全
確
保
の
た
め
に
精
力
的
に
活
動

し
、
特
に
交
通
安
全
運
動
の
街
頭

指
導
な
ど
、
地
域
住
民
の
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
貢
献
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
寺
島
允
彦
氏
（
元
町
・

七
十
一
歳
）、
佐
々
木
規
矩
郎
氏

（
緑
町
・
七
十
一
歳
）、
明
石
直
也

氏
（
鳥
山
・
四
十
五
歳
）
が
北
海

道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

寺
島
允
彦
氏
、
佐
々
木
規
矩
郎

氏
、
明
石
直
也
氏
は
平
成
十
七
年

か
ら
現
在
ま
で
交
通
安
全
運
動
の

街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
地
域
に
お

い
て
交
通
事
故
防
止
と
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
関
係
表
彰
で
五
人
が
受
賞

大
災
害
の
教
訓
か
ら
防
災
・
減
災
を
考
え
る
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脳ドックのご案内「脳血管疾患の早期発見をしましょう！」
　あわせて『特定健診』で生活習慣病の重症化を防ぎましょう !!

（特定健診の日程等につきましては、広報折り込みチラシをご覧下さい）
　■対象となる方：20 歳以上の町民
　※既に江差脳神経外科クリニック、その他の脳神経外科に通院中（治療中や経過観察中）の方は対象となりません。
　※強い磁気と電波を使うため、次の方は受診できません。
　・心臓ペースメーカーや刺激電極等を身につけている方　
　・妊娠中の方　・閉所恐怖症の方　・体内に人工関節等の金属が埋め込まれている方
　◎次に当てはまる方はハイリスク群です。脳ドックを受けて脳血管疾患を予防しましょう。
　□ 脳卒中の家族歴がある　□ 高血圧、糖尿病、脂質異常症の方　□ 肥満　□ 喫煙者

介護が必要になった主な原因（H25 年）

■検査内容、定員、料金

■実施期間および受付時間：
　４月 10 日（金）～６月５日（金）
　　平　日〈１日２名　A・B コース実施〉　 ① 13:30　② 15:00
　　土曜日〈１日５名　A コースのみ実施〉　① 8:30　② 9:00　③ 9:30　④ 10:00　⑤ 10:30
※第二火曜日、隔週木曜日、祝日、日曜日は実施しておりません。いずれの時間も各１名となっております。
なお、救急患者搬入時には時間どおり実施できない場合があります。
■実施機関：医療法人雄心会　江差脳神経外科クリニック（江差町字伏木戸町 550-1）
■申込方法：4 月１日（水）　役場町民課保健衛生係（電話：62-2311）まで
　　　　　ご希望のコース、受診日をお伝え下さい。
※申込後、詳しいご案内、問診票をお送りいたします。　

　国の調査によると、介護が必要になっ
た主な原因疾患
　第１位は脳血管疾患！
　特に男性は、脳血管疾患で介護が必
要になった割合が女性よりも約２倍高
くなっています。
　また、平成 25 年度の死亡順位第４位
となっています。

脳血管疾患
21％

認知症
15％

高齢に
よる衰弱
14％

関節
疾患
11％

転倒・骨折
10％

心骨折
4％

その他・不明
25％

A コース：頭部 MRI、頭部 MRA、問診、診察　　定員：９０名
自己負担：7,800 円　※検診料 10, ８00 円のうち町より 3,000 円を助成しています。

＜頭部 MRI 検査＞
　脳実質の病気がわかります。
●脳梗塞　●脳出血　●脳腫瘍等の有無
　自覚症状の少ない小さな脳梗塞や脳腫瘍を早期に発
見できます。

B コース：A コース＋頸部 MRA ＋生活習慣病検査（血液・尿検査等）、問診、診察　定員：10 名
自己負担：22.400 円　※検診料 32,400 円のうち町より 10,000 円を助成しています。

＜頭部 MRA 検査＞
　脳血管の病気がわかります。
●くも膜下出血につながる脳動脈瘤
●脳血管閉塞　●血管奇形など

＜頸部 MRA 検査＞
　首の動脈の状態を調べます。
●頚動脈狭窄など
⇒頚動脈の壁から血栓がはがれると、脳梗塞の原因に
なります。この検査で、頚動脈の動脈硬化を調べます。

＜生活習慣病検査＞
　脳血管疾患につながる可能性の高い脂質異常症
や高血圧、糖尿病などの生活習慣の危険因子を調
べます。（乙部町国保被保険者の方は、特定健診
を兼ねます）
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4月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

／ ／ ／ ₁ ₂ ₃ ₄
休日当番医
勤医協診療所

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
ヒブワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
不活化ポリオ予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）

₅ ₆ ₇ ₈ ₉ 10 11
休日当番医
半澤医院

明和小学校入学式
（明小 午前 9 時 30 分～）
栄浜小学校入学式

（栄小 午前 9 時 30 分～）
乙部小学校入学式

（乙小 午前10時00分～）
乙部中学校入学式

（乙中  午後 2 時 00 分～）     

ぴよぴよ広場
（離乳食教室）
（栄ふ 午前10時～）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後 1 時～）

骨髄バンク登録日、
肝炎ウイルス検査日、
HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）

12 13 14 15 16 17 18
休日当番医
道立江差病院
知事・道議選挙
投票日

MAMA FIT・
ミニひよこサークル

（交流 午前10時～）

骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）
国保保険証更新・健康相談

（豊セ  午前 9 時～） 
（元交 午後 1 時 30 分～）
（栄ふ  午後 3 時～）

国保保険証更新・健康相談
（滝寿  午前 9 時～）
（町館 午前 10 時 30 分～） 
（緑寿 午後 1 時 30 分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

国保保険証更新・健康相談
（姫ふ  午前 9 時～）
（ゆ里 午前 10 時 30 分～） 
（交流 午後 1 時 30 分～） 

国保保険証更新・健康相談
（三研  午前 9 時～）
（希望  午前 10 時～）
（三愛  午前 11 時～）

 みたい！よみたい！
絵本とかみしばい

（公民 午前10時～）

19 20 21 22 23 24 25
休日当番医
乙部町国保病院

四種混合予防接種
（国保 午後１時 30 分～）
女性の健康相談

（江保 午後 1 時～）

こころの健康相談
（江保 午後 3 時～）

赤ちゃん相談・健診
（ケア 午後 1 時～）

おしゃべりサロン 
（姫ふ  午後 1 時～）

男のためのお達者教室
（ケア 午後１時 30 分～）

すくすく広場
（つ保 午前 9 時 30 分～）

26 27 28 29 30 ／ ／
休日当番医
厚沢部町国保病院
町長・町議選挙
投票日

骨髄バンク登録日、
肝炎ウイルス検査日、
HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約））

休日当番医
道立江差病院
町民プールオープン

（町プ 午前10時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
（国保 午後 1 時 30 分～）
水痘ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）

会
場
・
場
所
略
称

( 国保 ) 国保病院
( 町体 ) 町民体育館

（元交）元和交遊館
( 滝寿 ) 滝瀬寿の家
( 緑寿 ) 緑町寿の家
( つ保 ) つくし保育園

( 江保 ) 江差保健所
( 希望 ) 潮見希望館
( ケア ) ケアセンターおとべ

（栄ふ）栄浜ふれあいセンター
（豊セ）とよはま地区センター
（交流）生きがい交流センター  

（姫ふ）姫川ふれあいセンター
( ゆ里 ) ゆりの里活性化センター
( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館
( 三研 ) 三ツ谷研修会館

（公民）公民館
（町プ）町民プール

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

5
₂

可燃ごみ収集
②地区

不燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

不燃ごみ収集
①地区

₃
29

₃
30

₃
31

可燃ごみ収集
①地区

小・中学校春休み

小・中学校春休み

可燃ごみ収集
②地区

5
₁
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明
和
小
学
校
が
平
成
二
十
六
年

度
檜
山
管
内
教
育
実
践
表
彰
の
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
明
和
小

学
校
は
、「
海
と
さ
か
な
自
由
研

究
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
（
朝
日
新
聞

主
催
）」
で
全
国
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
ほ
か
、
総
合
的
な
学
習
の

一
環
と
し
て
全
学
年
が
地
元
の
漁

業
に
関
わ
る
学
習
を
進
め
て
お

り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も

達
を
育
む
た
め
、
地
元
に
密
着
し

た
教
育
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
十
日
に
は
と
よ
は

ま
地
区
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
地

域
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
豊
浜
の
漁
業
に
目
を
向
け
、

学
習
や
見
学
し
て
き
た
こ
と
の
総

ま
と
め
と
し
て
、
保
護
者
や
地
域

住
民
等
五
十
名
を
超
え
る
方
々
を

前
に
発
表
し
ま
し
た
。
低
学
年
と

中
学
年
は
、
ス
ケ
ソ
や
ヒ
ラ
メ
を

使
っ
た
調
理
学
習
や
ウ
ニ
や
タ
ラ

コ
加
工
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
学
年

は
、
地
元
漁
師
の
方
々
を
講
師
に

ス
ケ
ソ
漁
や
サ
ケ
漁
の
仕
方
や
さ

ば
き
方
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と

や
地
元
を
愛
す
る
気
持
ち
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
を
前
に
し
、
緊

張
し
た
様
子
の
児
童
で
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
の
海
に
つ
い
て
、
熱
心

に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

明
和
小
学
校

 

檜
山
管
内
教
育
実
践
表
彰
受
賞

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第301号

　

三
月
十
七
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
の
四
日
間
、
公
民
館
に
お
い
て

ス
ザ
ー
ン
さ
ん
の
英
会
話
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ザ
ー
ン
さ

ん
は
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
教

育
委
員
会
に
勤
務
し
各
学
校
で
英

語
を
教
え
て
い
ま
す
。
英
会
話
教

室
で
は
、
小
学
生
は
単
語
の
発
音

練
習
の
ほ
か
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を

取
り
入
れ
た
内
容
を
、
中
学
生
以

上
は
自
己
紹
介
や
人
に
も
の
を
尋

ね
る
時
の
会
話
の
仕
方
な
ど
、
ス

ザ
ー
ン
さ
ん
の
陽
気
な
教
え
方
に

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
る
様
子

で
し
た
。

ス
ザ
ー
ン
さ
ん
の

　
　

英
会
話
教
室

　町民プールは温泉熱を利用した水温 30℃の快適な
温水プールです。水中運動は陸地よりも膝や腰への負
担が軽いと言われています。健康や体力の保持増進に
町民皆さまのご利用をお待ちしています。
■利用時間
　土日祝日　午前 10 時～午後 6 時
　  　　　　  　（8/13 ～ 16 日も含む）
　平　　日　午後 1 時 30 分～午後 8 時
　休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
　期　　間　10 月 12 日まで（予定）
■利 用 料
中学生以下　　 50 円（町外の場合は 110 円）
高　校　生　　200 円　一　　　般　　240 円

　教育委員会では、乙部町に生まれてくる全ての赤
ちゃんの幸せを願い、平成 27 年度からブックスター
ト事業を始めます。
　ブックスタートとは、乙部町に生まれた全ての赤
ちゃんと保護者に絵本を開く楽しい読み聞かせ体験
といっしょに絵本を手渡し、親子の心のふれあいを
つくる活動です。対象は４ヶ月児で、乳幼児健診時
に実施します。（初年度に限り、1 歳児までさかのぼ
ります。）　
　詳細は乳幼児健診の案内等でお知らせいたします。

ブックスタートボランティアを募集しています
　ブックスタート事業に協力していただけるボラン
ティアを募集しています。内容は、乳幼児とその保
護者への読み聞かせで、毎月１回、ケアセンターで
実施される乳幼児健診に合わせて行います。関心の
ある方は、教育委員会（℡ 62-2253）までお問合せ
ください。

町民温水プール
４月 29 日（水）

１０時オープン！！（予定）

ブックスタート事業を始めます
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図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●透明カメレオン　　　　　　　　　　　　（道尾　秀介）
●ブラックオアホワイト　　　　　　　　　（浅田　次郎）
●火星に住むつもりかい？　　　　　　　 （伊坂　幸太郎）
●洋七 ･ おかんのがばい介護日記　　　　 　（島田　洋七）
●千日のマリア　　　　　　　　　　　　 （小池　真理子）
●水やりはいつも深夜だけど　　　　　　　 （窪　美澄）
●安心 ･ 安全植物の病害虫症状と防ぎ方　　 （高橋　孝文）
●イスラム国とは何か　　　　　　　　　　 （常岡　浩介）
●「不思議な世界の方々」から教わった予知能力を高める方法（松原　照子）
　

【幼児・児童向け】
●小説ちはやふる　中学生編　　　　　　　 （末次　由紀）
●にっぽんの図鑑　　　　　　　　　　　　 （藤森　裕）
●ストロボ・エッジ　　　　　　　　 　　　（咲坂　伊織）
●トーキョー・プリズン               　　　　 （柳　広司）
●脳科学からうまれた、ゆびゆびえほん　　 （岡田　浩之）
●はなびらがとんできた         　　　　 （いのうえたかお）
●みんなおおきくなった           　　　　　（中川ひろたか）
●センシュちゃんとウオットちゃんおやつのくに  （工藤ノリコ）
●おなかのなかにいたときはね         　　　  （池川　明）

　

教
育
委
員
会
・
公
民
館
で
は
、

町
制
施
行
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、

平
成
二
十
七
年
度
に
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
講
演

会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
鑑
賞
会

等
を
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
つ
い
て

は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

五
〇
周
年
記
念
事
業
の
第
一
弾

と
し
て
五
月
十
七
日
（
日
）
に
「
公

民
館
ま
つ
り
」（
主
催 

公
民
館
、

教
育
委
員
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送

局
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
中

継
車
の
公
開
・
ラ
ジ
オ
工
作
講
座
、

郷
土
講
座
「
円
空
仏
」
等
の
ほ
か
、

作
家 

谷
村
志
穂
さ
ん
の
朗
読
会
＆

講
演
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

※
「
ラ
ジ
オ
工
作
講
座
」
は
あ

ら
か
じ
め
申
込
み
が
必
要
に
な
り

ま
す
。（
下
記
の
と
お
り
）

「
ラ
ジ
オ
工
作
講
座
」

■
対
　
象
　
町
内
の
小
学
生

■
参
加
料
　
無
料

■
日
時
・
人
数

５
月
17
日
（
日
）、
午
前
の
部
（
10

時
30
分
～
12
時
00
分
）、
午
後
の
部

（
13
時
30
分
～
15
時
00
分
）
ど
ち
ら

も
先
着
15
名
の
計
30
名

　

作
っ
た
ラ
ジ
オ
は
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
谷
村
志
穂
さ
ん
朗
読
会
」

　

朗
読
会
で
本
を
朗
読
し
て
く
れ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
谷
村
さ
ん

の
本
の
お
気
に
入
り
の
ペ
ー
ジ
を

一
人
三
分
以
内
で
読
ん
で
く
れ
る

方
を
三
～
四
人
程
度
。
応
募
者
が

多
い
場
合
は
こ
ち
ら
で
選
考
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
工
作
講
座
、
谷
村
さ
ん

の
朗
読
会
の
ど
ち
ら
も
、
４
月
17

日
（
金
）
ま
で
に
公
民
館
（
電
話

６
２
‐
３
３
１
１
）
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
報
お
と
べ
五
月
号
等
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

富
岡
ス
キ
ー
場
は
二
月
二
十
八

日
を
も
っ
て
リ
フ
ト
運
行
を
終
了

し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
ご
利

用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
検
定
合
格
者

　
　
　
　
　

二
月
十
四
・
十
五
日

《
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
》

一
級　

小
松
歩
叶
・
永
渕 

碧

　
　
　

工
藤
優
斗
・
佐
藤
愛
弥

　
　
　

平
野
恵
夢
・
永
渕
太
雄

　
　
　

菊
池
翔
夢

二
級　

菊
池
智
哉
・
工
藤
颯
大

　
　
　

佐
々
木
真
生
・
永
渕 

碧

　
　
　

永
渕
太
雄
・
田
中 

颯

　
　
　

伊
藤
大
和
・
近
藤
柚
美

　
　
　

寺
島　

愛
・
井
田
歩
夢

三
級　

菊
池
柚
衣
・
井
田
花
和

　
　
　

平
野
綾
人
・
佐
々
木
颯
馬

　
　
　

菊
池
陽
翔
・
能
代 

平

　
　
　

厚
別
立
樹
・
武
藤 

響

　
　
　

萬
木
乃
愛
・
萬
木
優
空

四
級　

山
本
莉
子
・
吉
田
匠
之
介

　
　
　

由
利
花
央
・
疋
田 

涼

　
　
　

敦
賀
柊
太
・
田
畑
來
樹

　
　
　

南
部
谷
蓮
真
・
武
藤 

耀

　
　
　

平
野
佑
真

五
級　

館
山
聖
颯
・
由
利
蓮
音

　
　
　

由
利
一
斗
・
工
藤
紗
弥

　
　
　

和
島
利
樹
・
野
澤
光
希

　
　
　

新
保
里
来
・
井
田
夢
菜

《
級
別
テ
ス
ト
》

一
級　

小
沢
鉄
也

二
級　

大
川
晃
矢
・
大
川
ひ
よ
り

三
級　

榿
澤
悠
月
・
内
海
晃
太
朗

町
制
施
行
五
〇
周
年
記
念

　
～
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
開
催
し
ま
す
～

《町内の各小中学校入学式》
　各小中学校では平成 27 年度の入学式が次のと
おり挙行されます。ご入学おめでとうございます。
■４月６日（月）９時30分～ 明和小学校（１名）
　　　　  　　　 ９時30分～ 栄浜小学校（６名）
　　　  　　　　 10時00分～ 乙部小学校（16名）
　　　　　　　  14時00分～ 乙部中学校（30名）
　　　　　　　　　　※（　）は新１年生の人数

図書室に図書の寄贈がありました
　朝日新聞（江差）専売所の松崎浩さまから、学
習書や実用書、小説、辞典など約三百冊の新刊図
書の寄贈がありました。図
書室内「朝日新聞松崎文庫」
コーナーに配架しています。
松崎様は今後も新刊充実に
ご尽力して下さいます。

《
第
一
弾
》
公
民
館
ま
つ
り

富
岡
ス
キ
ー
場

 

リ
フ
ト
運
行
終
了

　４月の「みたい！よみたい！絵本とかみしばい」は18日（土）10:00～
　公民館図書室（児童室）です。（協力：館浦婦人会読み聞かせの会）
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新
年
度
に
な
り
寒
い
冬
の
時
期

も
終
わ
っ
て
春
が
近
づ
い
て
き
て

い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

毎
年
、
冬
に
は
乙
部
町
の
農
家

の
人
た
ち
は
自
家
用
で
、
豆
腐
や

味
噌
な
ど
を
手
作
り
し
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。

　

既
製
品
の
豆
腐
や
味
噌
を
食
べ

て
育
っ
た
僕
と
し
て
は
、
大
豆
な

ど
原
料
の
状
態
か
ら
作
る
の
を
今

ま
で
見
る
機
会
が
な
く
、
こ
の
冬

初
め
て
豆
腐
づ
く
り
や
味
噌
づ
く

り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
僕
も
家
で
豆
腐
づ
く
り

に
挑
戦
し
て
み
る
と
、
最
初
の
こ

ろ
は
豆
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
お

湯
に
入
れ
て
煮
る
こ
と
で
豆
乳
ま

で
は
で
き
ま
し
た
が
、
次
の
に
が

り
を
入
れ
て
固
め
る
と
言
う
手
順

が
難
し
く
苦
戦
し
ま
し
た
。

　

調
べ
て
み
る
と
豆
腐
づ
く
り
は

豆
乳
時
の
温
度
管
理
と
に
が
り
の

入
れ
る
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要

で
、
売
っ
て
い
る
よ
う
な
美
味
し

い
豆
腐
の
よ
う
に
丁
度
良
い
固
さ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

に
す
る
に
は
、
職
人
の
経
験
と
技

術
に
よ
り
、
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
で
、

手
作
り
の
良
さ
や
、
で
き
た
て
の

豆
腐
で
は
、
大
豆
本
来
の
味
な
ど

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
豆
は
醤
油
や
味
噌
、

豆
腐
、
油
揚
げ
、
納
豆
、
煮
豆
、

き
な
こ
、
甘
納
豆
な
ど
様
々
な
形

で
加
工
さ
れ
、
日
々
の
食
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ぐ
ら
い

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
乙
部
町
で
生
産
さ
れ

て
い
る
大
豆
に
関
し
て
少
し
調
べ

て
み
る
と
、
特
徴
あ
る
四
品
種
の

大
豆
が
あ
り
ま
し
た
。

　

乙
部
町
で
は
、
一
般
的
な
大
豆

に
比
べ
て
、
収
穫
量
が
安
定
し
な

い
、
病
気
に
弱
く
栽
培
が
難
し
い

な
ど
の
理
由
か
ら
時
の
経
過
と
と

も
に
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
大
豆

を
実
需
者
や
加
工
業
者
等
の
要
望

を
受
け
て
、
安
定
し
た
農
業
収
入

が
確
保
で
き
る
契
約
栽
培
に
よ

り
、
十
年
程
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

元
々
は
青
森
県
で
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
天
候
の
関
係
か
ら
現

在
は
乙
部
町
だ
け
で
し
か
作
ら
れ

て
な
い
「
大お

お

莢さ
や

白
乙
女
」、
皮
や

実
も
緑
色
で
甘
み
が
強
い
「
越
前

み
ど
り
」、
北
海
道
の
在
来
品
種

で
飼
料
や
緑
肥
作
物
と
し
て
栽
培

さ
れ
て
い
た
「
黒
千
石
」、
極
大

粒
黒
大
豆
で
育
種
家
が
従
来
の
も

の
か
ら
系
統
選
抜
し
、
乙
部
町
だ

け
で
生
産
さ
れ
て
い
る
「
乙
部
大

黒
」
な
ど
様
々
な
特
徴
あ
る
豆
が

多
く
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
特
色
あ
る
大
豆

は
、
乙
部
町
の
魅
力
に
な
り
う
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
大お

お

莢さ
や

白
乙
女
」
は
函
館
の
だ

る
ま
食
品
本
舗
に
よ
っ
て
納
豆
に

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乙
部
町
の
原

料
か
ら
し
か
作
ら
れ
な
い
と
言
う

こ
と
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
ブ
ラ

ン
ド
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
は
ち
み
つ
を
メ
イ
ン

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ

に
併
せ
て
大
豆
を
使
っ
て
何
か
で

き
な
い
か
と
考
え
つ
つ
今
後
も
活

動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
産
業
振
興
担
当
　
井
尻
　
旭
美

No.8

乙
部
で
見
つ
け
た

　
　

  
大
豆
の
魅
力

ねんきんの窓

　平成 27 年度の国民年金保険料は、月額 15,590 円となり、平成 26 年度より 340 円引き上げられます。
　なお、付加保険料の月額は、平成 26 年度と同額の 400 円です。

国民年金保険料学生納付特例制度及び申請について
　学生納付特例制度の対象者は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学及び各種学校に在学する学生
等で、ご本人の前年所得が 118 万円以下であることが条件です。
　また、既に学生納付特例制度により、平成 26 年度において保険料納付を猶予されている方で、平成 27 年度
も引き続き在学予定の方へ、３月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付
されます。
　平成 26 年度と同じ学校等に在学される方は、このハガキに必要事項を記入し返送いただくことにより、平成
27 年度も学生納付特例の申請ができます。この場合は、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。
　また、平成 27 年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付いたしま
すので、お手数ですが函館年金事務所（電話 0139-56-1165）にご連絡ください。
　なお、はじめて学生納付特例の申請をする方は、従来どおり在学証明書の写し又は学生証の写しの添付が必
要です。

☆お問い合わせは・・・役場町民課年金係（電話 62-2311）☆

平成 27 年度の国民年金保険料は、月額 15,590 円となりました。
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◆
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
ま
た

は
母
が
い
な
い
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
て
お

り
、
子
供
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
月
か
ら

六
月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
の
所
得
、
七
月
か
ら
十
二

月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は
前

年
の
所
得
に
よ
り
、そ
の
年
度（
八

月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
）
の
手
当

が
全
部
支
給
、
一
部
支
給
、
全
部

停
止
の
区
分
に
決
ま
り
ま
す
。

（
表
①
参
照
）

◆
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ

る
子
ど
も
（
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
二
十
歳
未
満
）
を
扶
養

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く

は
養
育
者
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
法
に
定
め
る
障

が
い
の
状
態
（
年
金
の
障
害
等
級

の
一
級
程
度
）
に
あ
る
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
子
ど
も
な
ど

※
子
ど
も
や
父
、
母
、
養
育
者
が

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

で
も
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当

額
よ
り
も
低
い
方
は
、
そ
の
差
額

分
を
受
給
で
き
ま
す
。

◆
手
当
の
額

（
平
成
二
十
七
年
四
月
分
か
ら
手

当
額
が
変
わ
り
ま
す
）

《
対
象
児
童
一
人
・
全
部
支
給
の

場
合
》

　

月
額
４
２
，
０
０
０
円

《
対
象
児
童
一
人
・
一
部
支
給
の

場
合
》

　

月
額
４
１
，
９
９
０
円
か
ら

９
，
９
１
０
円

※
二
人
目
は
対
象
額
に
５
，

０
０
０
円
を
加
算
。
三
人
目
以
降

は
、児
童
が
一
人
増
す
ご
と
に
３
，

０
０
０
円
を
加
算
。

《
支
給
時
期
》

　

年
三
回

　

四
月
・
八
月
・
十
二
月
で
す
。

※
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
受
給

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と

は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
二
十

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手
当

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
月
か
ら

六
月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
の
所
得
、
七
月
か
ら
十
二

月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は
前

年
の
所
得
で
支
給
の
要
否
を
判
断

し
ま
す
。（
表
②
参
照
）

◆
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
一

級
か
ら
三
級
及
び
四
級
（
一
部
）

程
度
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
ま

た
は
Ｂ
程
度
に
該
当
す
る
二
十
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た

は
母
、
も
し
く
は
養
育
者
。

※
児
童
が
施
設
入
所
し
て
い
る
場

合
や
障
害
を
支
給
事
由
と
し
た
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

◆
手
当
の
額

（
平
成
二
十
七
年
四
月
分
か
ら
手

当
額
が
変
わ
り
ま
す
）

《
一
級
》
月
額
５
１
，
１
０
０
円

《
二
級
》
月
額
３
４
，
０
３
０
円

《
支
給
時
期
》

　

年
三
回

　

四
月
・
八
月
・
十
一
月
で
す
。

※
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
受
給

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
、
所
得
状
況
届
の
提
出

に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、「
現
況
届
」
を
毎
年
八
月

一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
、

ま
た
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、「
所
得
状
況
届
」

を
毎
年
八
月
十
一
日
か
ら
九
月
十

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
届
け
は
、
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
も
の
で
、
届
け
が

な
い
と
、
八
月
分
以
降
の
手
当
の

支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
現
況
届
」
お
よ
び
「
所

得
状
況
届
」
は
、
八
月
上
旬
に
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
町
民
課
年
金
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
年
金
係

（
☎
六
二
‐
二
三
一
一
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

【表①】　児童扶養手当　所得制限限度額表

※扶養義務者とは、請求者と同居している父母兄弟姉妹などのこ
とです。

扶養親族等の数 
（税法上の人数）

父または母の所得 配偶者および 
扶養義務者の所得全部支給 一部支給

　０人 19 万円未満 192 万円未満 236 万円未満
　１人 57 万円 230 万円 274 万円
　２人 95 万円 268 万円 312 万円

　３人以上 １人につき 38
万円ずつ加算

１人につき 38
万円ずつ加算

１人につき 38
万円ずつ加算

【表②】　特別児童扶養手当　所得制限限度額表

※扶養義務者とは、請求者と同居している父母兄弟姉
妹などのことです。

扶養親族等の数 
（税法上の人数） 請　求　者 配偶者および 

扶養義務者の所得
　０人 459 万６千円 628 万 7 千円
　１人 497 万６千円 653 万 6 千円
　２人 535 万６千円 674 万 9 千円
　３人 573 万６千円 696 万 2 千円

　4 人以上 1 人につき 38 万円
ずつ加算

1 人につき 21 万
３千円ずつ加算
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

4
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
4
月
7
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
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乙部町国民健康保険病院　4月外来診療日程表 診療受付時間　午前   8:30〜11:00
　　　　　　　午後   1:00〜  3:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

統一地方選挙がスタートします！
　私たちの意見や希望を政治に反映させ、私たちの代表者としてこれから４年間、道政や町政を託す統一地

方選挙が３月２６日の北海道知事選挙の告示を皮切りにスタートします。

　あなたの１票で明るい未来と夢のある社会をつくるため、必ず投票しましょう !!

●各選挙の投票日

　北海道知事選挙・北海道道議会議員選挙　４月 12 日
　乙部町長・乙部町議会議員選挙　４月 26 日
　投票は、午前７時から午後７時までの間に、指定された場所で投票して下さい。

●投票日の投票所

　第１投票区の投票場所が変わります。

　元町生きがい交流センターから元町プラザおとべ（乙部町商工会）となります。その他の投票所について

は、変更ありません。

●期日前投票／不在者投票制度のご利用を

　投票は、選挙当日に投票所で行うのが原則ですが、期日前投票・不在者投票制度は、投票日に投票するこ

とができない場合、投票日前に投票できる制度です。

　知事選挙　３月 27 日～４月 11 日・道議選挙　４月４日～４月 11 日

　町長・町議選挙　４月 22 日～４月 25 日

　期間中は土・日であっても、午前８時 30 分から午後８時まで期日前・不在者投票所（役場）で受付して

おります。

　詳しくは、乙部町選挙管理委員会へ　62-2311
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　町では、衛生的で快適な生活環境づくりを進めるため、平成２４年度から、公共下水道及び漁業集落排
水施設の処理区域外の方を対象に、合併浄化槽を設置する場合に補助金を交付しております。
　平成 27 年度中に設置を希望される方は、下記により申込み下さい。（申込み用紙は役場町民課にあります。
電話でも受付します。）
◇ 申し込み受付期間
　平成 26 年４月１日（水）から平成 26 年４月 24 日（金）まで
◇ 補助金交付の要件
　・浄化槽法に基づく構造基準等に適合するもの
　・専用住宅及び店舗等の併用住宅であること
　・住宅等を借りている場合は、賃貸人の承諾を得ていること
　・建築又は改築を行う場合は、販売目的でないこと
　・町税等を滞納していないこと
◇ 貸付金制度
　浄化槽を設置するために、便所の内装改修、便器の取替や給排水設備などの改造工事を行う場合で、工
事費用を一次的に負担することが困難な場合に、50 万円を限度に貸付を受けることができます。貸付金は
無利息で、貸付を受けた翌月から１万円ずつの均等月賦返済となります。

※問合せ：役場町民課保健衛生係（62-2311）
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　最新の透視装置が導入されましたのでご紹介します。新装
置は、島津製 SONIALVISION　G4 といい、フラットパネル
を搭載したフルデジタル装置です。従来機器よりも高画質デー
タが安定して得られるようになりました。比較すればテレビ
のアナログ画像からデジタル画像に変わったように、画質が
格段によくなりました。新装置では、従来機器に比べより画
像が観察しやすく鮮明な表示ができ、このことによって、手
技がよりスムーズに進み検査・治療時間の短縮につながりま
す。加えて必要な造影剤の量も少なくてすみますので、患者
さんにとってより負担が少ない機器であるといえます。また、
撮影や透視に関しても高精度透視が可能であり以前は評価の
難しかった細部に関しても画像上に描出することが可能です。
また、当装置は 2013
年グッドデザイン賞を
受賞しており、多様な
検査や様々な検査環境
において高画質の提
供、被ばくの低減、使
いやすさを追求した装
置となっております。
検査時に心配事や疑問
があれば当院スタッフ
にお尋ねください。

新機器導入しました（放射線科）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

整 形 外 科
午前　月～金曜日
（整形外来は、完全予約制となっています。受診され
る方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さ
い。 52-0036 内線112　電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火と水曜日（水曜日は8日と22日）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　１日・９日・14日・15日
　　　23日・28日
午後　８日・22日

眼 　 　 　 科 午前　９日・23日
午後　１日・15日・22日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　３日・17日

外来診療体制
4 月の診療予定です

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
午後･･･1時00分～2時30分

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

浄化槽設置促進事業補助金の申込受付を開始します

◇ 補助対象基数（予定）

※申込みの状況によって変更する場合が
　あります。

浄化槽の大きさ 補助金の額 予定基数
５人槽　 80 万円　 ２基　
７人槽　 100 万円　 ５基　
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平成 27 年度スポーツ少年団募集
　町内の各スポーツ少年団では団員を募集しております。

乙部町スポーツ少年団連絡協議会　（事務局　教育委員会社会教育係　62-2253）

募集対象　小学生・中学生
練 習 日　平日（３日程度 )・休日 ( 土曜外 )
練習時間　平日　午後４時～６時
　　　　　休日　午前９時～ 12 時
練習場所　町民グランドほか
指 導 者　牛谷内一志・瀧澤博文 ほか
連 絡 先　乙部消防署　62-2114

野球少年団

募集対象　保育園児・小学生
練 習 日　毎週月～金曜
練習時間　午後５時 30 分～７時
練習場所　夏季　町民グランド
　　　　　冬季　町民体育館
指 導 者　服部俊喜・明石要ほか
連 絡 先　役場　62-2311

サッカー少年団

募集対象　小学生
練 習 日　毎週火・金曜 ( 乙部小学校 )
　　　　　毎週水曜 ( 町民体育館 )
　　　　　土曜日・日曜日 ( 必要に応じて )
練習時間　午後５時 30 分～７時 30 分
指 導 者　工藤ひとみ・坂田太郎 ほか
連 絡 先　教育委員会　62-2253

ミニバスケット少年団

募集対象　小学２年生～５年生
練 習 日　毎週火・木曜　明和小学校
毎週土曜　町民体育館 外
練習時間　午後５時～７時　( 火・木 )
　　　　　午前９時～ 13 時 ( 土 )
指 導 者　麓洋 ほか
連 絡 先　役場　62-2311

バレーボール少年団

募集対象　小学生・中学生
練 習 日　毎週火・木・金曜
練習時間　午後６時～７時
練習場所　町民体育館
指 導 者　工藤洋一ほか
連 絡 先　教育委員会　62-2253

剣道少年団

募集対象　小学生・中学生
練 習 日　毎週火・木曜
練習時間　午後５時 45 分～７時 15 分
練習場所　町民体育館
指 導 者　井口秀勝 ほか
連 絡 先　教育委員会　62-2253

空手道少年団

募集対象　小学３年生以上～
　　　　　中学生（泳げる者）
練 習 日　５月中旬から予定
練習時間　午後５時 45 分～７時 10 分
練習場所　町民プール
連 絡 先　教育委員会　62-2253

水泳少年団

・スポーツ少年団への入団希望者は、希望する少

年団の代表者又はスポーツ少年団連絡協議会事務

局（教育委員会）に備えてある申し込み用紙に必

要事項を記入、押印の上提出してください。

　また、少年団の詳しい活動内容や練習日等につ

きましては、各少年団の代表へお問い合わせくだ

さい。

・各少年団に入団する場合、スポーツ傷害保険（800

円）に加入していただきます。
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　これからの季節、山菜取りなどで山林に入ら

れる方は冬眠明けのヒグマに注意してくださ

い。

　また、事故防止の対策として行き先を家族や

知人などに伝えるほか、次のことに注意してく

ださい。

○単独での入山を避け、複数で行動するように

　してください

○音を出して、ヒグマに自分の存在を知らせる

　工夫をしてください

○ヒグマを呼び寄せることになるので、ゴミは

　絶対に捨てないでください

ヒグマの目撃情報は、役場又は駐在所まで。

役場産業課林務係（電話　62-2311）

乙 部 駐 在 所（電話　62-2353）

豊 浜 駐 在 所（電話　63-2001）

春先のヒグマに
　　　注意して下さい！

森林の土地を取得したときは届出が必要になります
～以下のすべての該当する土地が対象となります～

①北海道が作成する『地域森林計画』の対象森林である（林小班が定められている土地）

②森林の土地を売買契約、相続、贈与などにより新たに取得した場合

～提出期限、提出先～

　該当する土地の登記事項証明書の変更手続きが完了した日から 90 日以内に、取得した土地がある市町

村に届出が必要になります。ただし、相続の場合は相続開始の日から届け出の対象となります。

～以下の書類が必要になります～

①該当する土地の位置を示す図面（任意の図面に大まかな位置が記載されたもので可能）

②該当する土地の登記事項証明書、土地売買契約書、相続分割協議の目録、土地の権利書など、権利を取

得したことがわかる書類（写しでも可能）

～お問い合わせ先～

　対象となる土地の確認や詳しい届出方法については、役場林務係までお問い合わせください。

　産業課林務係（電話 62-2311）

下水道につなぐ改造資金
　　の貸付制度について

　自己資金のみではトイレの水洗化などの工事が

困難な方には、１棟又は１件について無利子で次

の額を貸付することにしています。

　ただし、住宅の新築や法人が所有する建物につ

いては該当になりません。

・くみ取り便所を水洗トイレに改造し、台所、風

呂の排水を下水道につなぐ場合は便所１基につき

50 万円

・浄化槽を廃止し、水洗トイレ、台所、風呂の排

水を下水道につなぐ場合は 20 万円以内

　平成 27 年度からは住宅リフォーム助成制度も始

まりますので、この機会にぜひ下水道への接続を

ご検討下さい。

※問合せ：建設課下水道係（62-2311）
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広報 町 の 人 口
= 2 月末現在 =

世帯数　1,919（−６）〈−９〉

人　口　4,036（−８）〈−74〉
　男　　1,866（−４）〈−18〉
　女　　2,170（−４）〈−56〉

（ ）内は前月との比較増減

〈 〉内は 3 月末からの累計増減
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成
二
十
七
年
度
は
乙
部
町
に

と
り
ま
し
て
、
町
制
施
行
五
十
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
昭
和
四
十
年
一
〇
月

一
日
発
行
の
「
広
報
お
と
べ
町
制

施
行
特
集
号
」
か
ら
当
時
の
様
子

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

表
紙
は
、「
町
制
施
行
祝
庁
舎

落
成
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
現
在

の
役
場
本
庁
舎
が
町
制
施
行
の
開

始
と
同
じ
く
し
て
完
成
し
ま
し

た
。

　

記
事
で
は
、「
昭
和
四
十
年

八
月
二
十
六
日
付
北
海
道
告
示

１
６
６
０
号
を
も
っ
て
昭
和
四
十

年
一
〇
月
一
日
か
ら
乙
部
村
を
乙

部
町
と
す
る
こ
と
に
決
定
を
み
ま

し
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
は
、
甲
谷
徹
雄
町
長

が
２
期
６
年
目
で
、「
一
万
町
民

が
待
望
久
し
か
っ
た
町
制
の
施
行

と
庁
舎
落
成
の
歴
史
的
な
感
激
の

日
を
迎
え
限
り
な
い
よ
ろ
こ
び

を
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
分
か
ち

合
う
こ
と
が
で
き
、
感
激
ひ
と
し

お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
始
ま

り
、
乙
部
町
の
成
り
立
ち
か
ら
先

人
へ
の
感
謝
と
町
民
み
な
さ
ん
へ

の
協
力
の
お
願
い
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
澤
隣
治
議
長
は
「
誠
に
新
生

乙
部
町
の
発
展
の
た
め
、
限
り
な

い
喜
び
を
感
ず
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
希
望
に
燃
え
る
町
制
施
行

を
記
念
す
る
佳
き
日
に
、
住
民
の

皆
様
と
共
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
町
を

あ
げ
て
喜
ん
で
い
る
感
激
の
よ
う

す
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

町
制
施
行
を
記
念
し
、「
町
紋

章
」
と
、
今
で
は
町
民
な
ら
誰
も

が
知
っ
て
い
る
「
乙
部
音
頭
」
の

歌
詞
を
募
集
し
、
決
定
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

乙
と
部
を
図
案
化
し
て
組
合
せ

る
と
共
に
町
の
地
形
を
表
現
し
、

中
央
の
突
出
し
た
部
分
は
、
乙
部

岳
を
表
し
、
べ
の
点
は
波
形
で
海

を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

十
月
一
日
、
午
前
七
時
に
花
火

打
上
げ
、町
内
各
戸
毎
国
旗
掲
揚
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
漁
船
海
上

パ
レ
ー
ド
や
自
衛
隊
音
楽
隊
開
会

演
奏
、
午
後
か
ら
は
祝
賀
会
、
夕

方
に
は
、
乙
部
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

や
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
り
屋
外
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

町制施行特集号 表紙

乙
部
町
の
正
式
決
定

町
制
施
行
を
記
念
し
て

町
制
施
行
記
念
行
事

町　章

▽
ふ
る
さ
と
の
振
興
に
役
立
て
く
だ

さ
い
。

　
函
館
お
と
べ
会

　
会
長
　
佐
野
　
敏
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
三
万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん


